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衆
議
院
議
員
原
口
一
博
君
提
出
他
国
等
か
ら
の
原
子
力
発
電
所
へ
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
に
つ
い
て

他
国
等
か
ら
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
関
す
る
想
定
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
特
定
の
施
設
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ

と
は
差
し
控
え
る
が
、
御
指
摘
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
七
年
一
月
九
日
内
閣
参
質
一
八
八
第
一
四
号
。
以
下
「
先
の
答
弁
書
」

と
い
う
。
）
一
に
つ
い
て
に
お
い
て
は
、「
川
内
原
発
の
稼
働
中
の
原
子
炉
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
の
直
撃
を
受
け
た
場
合
、

最
大
で
ど
の
程
度
の
放
射
性
物
質
の
放
出
を
想
定
す
る
の
か
」
及
び
「
そ
の
場
合
の
避
難
計
画
・
防
災
計
画
作
成
の
必
要
性

は
最
大
で
何
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
の
自
治
体
に
及
ぶ
と
想
定
し
て
い
る
の
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
、
「
仮
定
の
質
問
で
あ

り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
」
と
お
答
え
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
よ
っ
て
放
射
能
が
放
出
さ
れ
る
と
い
う
事
態
は
、
想
定
し
て
い
な
い
」
と
い
う
答
弁
は
、

一



平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
九
日
の
参
議
院
我
が
国
及
び
国
際
社
会
の
平
和
安
全
法
制
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
お
け
る
田
中

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
の
答
弁
（
以
下
「
田
中
委
員
長
答
弁
」
と
い
う
。
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル

が
発
電
用
原
子
炉
を
直
撃
す
る
よ
う
な
事
態
は
、
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
に
対
す
る
規
制
に
よ
り
対
応
す
べ
き
性
質
の
も
の

で
は
な
い
と
い
う
趣
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
あ
る
事
態
が
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
武
力
攻
撃
事
態
又
は
同
法
第
二
十
五
条
第
一
項
に

規
定
す
る
緊
急
対
処
事
態
に
該
当
す
れ
ば
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
六
年
法
律
第
百
十
二
号
）
等
の
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
被
害
を
受
け
た
原
子
力
事
業
所
の
外
へ
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物

質
又
は
放
射
線
に
よ
る
被
害
等
へ
の
対
応
を
含
め
、
住
民
の
避
難
に
関
す
る
措
置
、
避
難
住
民
等
の
救
援
に
関
す
る
措
置
等

を
迅
速
か
つ
的
確
に
と
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
安
倍
総
理
の
答
弁
は
、
こ
の
よ
う
な
前
提
で
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
田
中
委
員
長
答
弁
が
安
倍
総
理
の
答
弁
と
矛
盾
す
る
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
る
。

二


